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概要概要概要概要：岩手県宮古市では，防災学習プログラムや震災遺構の保存など，観光の復興に取り組み始めているが，沿岸地
域を訪れる観光客の割合は東日本大震災の前年の 8割程度に留まり，依然課題となっている．そこで我々は，観光情
報に加えて震災関連情報を提供することで，震災遺構と観光スポットを合わせて周遊することを目的とした観光プラ

ン立案システムの開発を行った．システム検討の段階で，震災情報提供に関する是非や観光情報システムに求める要
望を整理するためにステークホルダー分析を実施し，分析結果をもとにシステムの設計・開発・評価を実施した． 
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Abstract: Restoration from the Earthquake Disaster in 2011 has been under way in Miyako City, Iwate Prefecture, in such forms 

as disaster prevention education, and preservation of relics from the catastrophe.  However, some serious issues still remain with 

the fact that the portions of tourists have recovered only 80% in comparison with the one before the catastrophe. In order to assist 

the sightseeing policy of the city, we have developed the Tourist Information System, in which disaster-related information is 

provided besides the general sightseeing information so that tourists may visit the tourist spots and the earthquake ruins. At the 

stage of System planning, stakeholder analysis was implemented in order to judge the appropriateness of the disaster-related 

information and to put in order the demands in the system content. Based on the analysis, we developed a prototype system and 

made its evaluation. 
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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は，東北地方

を中心に甚大な被害をもたらし，今なお復興に向けた取り

組みが各地で行われている．中でも特に被害の大きかった

岩手県の 2011年度の観光客数は，震災前の 2010年度に比

べて 400万人も減少したが，平泉町の世界遺産登録や復興

キャンペーンの効果もあり，2014年度の観光客数は震災前

の水準まで概ね回復している[1]．また，2015年の 7月には

釜石市の橋野高炉跡が世界遺産に登録され，岩手県を訪れ

る観光客数は増加傾向にあるといえる．一方，宮古市をは

じめとする沿岸地域では防災学習や震災遺構の保存など，

観光の復興に取り組み始めているが，沿岸地域を訪れる観

光客の割合は震災前年の 8割程度に留まり依然課題となっ

ている． 

筆者の研究室では，平泉町と連携協力を行い，観光周遊

を促進する方策の一つとして，プラン立案ポータルの研究

開発を実施してきた[2]．宮古市をはじめとする沿岸地域は，

                                                                 
† 岩手県立大学大学院ソフトウェア情報学研究科 

Graduate School of Software and Information Science, Iwate Prefectural 

University 

 

三陸ジオパークなどの観光資源は存在するものの，震災の

影響もあり観光情報は十分発信できていない現状にある．

そこで，筆者は既存の観光情報と一緒に震災情報を提供す

ることで，震災遺構と観光スポットを合わせて周遊するこ

とを目的とした観光情報提供システムの開発を検討してき

た．しかし，東日本大震災は負の経験であるため，システ

ムのステークホルダーを把握し，意向を分析する必要があ

る． 

観光地の情報発信に関する研究は多数行われているが，

震災からの観光復興を扱った研究は少ない．関連研究とし

ては，戦跡や災害被災地など，悲劇・死・暴虐にまつわる

場所を訪問する観光であるダークツーリズムと ICTの親和

性について事例を交えて考察した報告[3]があるが，情報シ

ステムの構築については報告されていない．また ARを用

いて被災地の震災前後の様子を伝えるためシステムの構築

事例[4]も見られるが，震災の記憶の伝承や学習に主眼が置

かれ，観光情報としての発信はなされていない．ステーク

ホルダー分析の情報システムへの適用研究としてはプロジ

ェクトにおけるステークホルダーマネジメント方法の研究

[5][6]，多様なステークホルダーの特定と合意形成に関する

研究[7][8]等，企業や行政等の大規模システムを対象とした
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ものが多数報告されている．一方で，多様な主体で構成さ

れる地域コミュニティへのステークホルダー分析の適用研

究は，環境問題やまちづくりといった地域課題を巡るステ

ークホルダー間の合意形成をテーマにしたものが多く，情

報システム導入に関する知見の報告は見当たらない． 

そこで，本研究では宮古市を対象に多様な関係者に対し

てステークホルダー分析を実施し，震災情報の提供に関す

る関係者の意向やシステムに対する要望を反映した観光情

報提供システム（以下，周遊プラン立案システムと呼ぶ）

の設計・開発を行い，開発したプロトタイプについてステ

ークホルダーによる評価を行った．なお，宮古市，宮古観

光協会，岩手県立大学の三者は，観光分野において相互に

連携して事業を行なうための宮古市観光産学公連携基本協

定を 2013年 11月に締結済みであり，本プロジェクトもこ

のスキームを活用し本研究を実施した． 

 以下，本論文の 2章では，宮古市観光の現状及び過去に

震災が発生した地域の震災情報発信事例について整理した

のちに先行システムに残されている課題について述べる．3

章では，システム開発にあたり実施したステークホルダー

分析の実施プロセスを示す．そして，4 章では前章の内容

を踏まえたシステム設計と開発について述べ，5 章で開発

したシステムの評価と考察について述べ，6 章で本研究を

まとめる． 

2. 調査調査調査調査 

2.1 宮古市の現状調査宮古市の現状調査宮古市の現状調査宮古市の現状調査 

被災した幾つかの地域では，防災教育・学習をテーマに

した学校の教育旅行や企業の研修旅行で現地を訪れ，語り

部ガイドや震災遺構の見学等を行なうプログラムを提供し

ている．宮古市では，2012年春から，田老防潮堤周辺を拠

点とする「学ぶ防災」プログラム（宮古観光文化交流協会）

を提供し，これまでに 9万 7千人以上（2016年 2月末現在）

の見学者を受け入れており，観光振興のみならず，震災の

風化を防ぐ意味でもその存在は大きい．2016年 4月からは，

国の支援による震災遺構第 1号となった「たろう観光ホテ

ル」（図 1）の一般公開が始まり，最上階から撮影した津波

映像の上映も行なわれている[9]．また，宮古市のホームペ

ージ上では，津波体験エピソード集や，各地の記録写真が

公開されているほか，災害の記憶伝承プロジェクトを発足

し，大きく 4つの施設（津波遺産・津波伝承館・ 慰霊碑・

メモリアルパーク）を整備し，市内外に発信する計画が進

められている．しかし，三陸ジオパークの構成遺産でもあ

る田老の防潮堤などの震災遺構そのものの情報は発信され

ていない． 

島川の研究[10]によると宮古市は他の東日本大震災の被

災地域に比べ，惨禍の保存に対する賛成派の住民の割合が

高くなっている．そこで，宮古市をフィールドとして，観

光情報と震災情報を組み合わせた周遊プラン立案システム

の開発を試みる． 

  

図 1 震災遺構（たろう観光ホテル） 

Figure 1 Example of earthquake ruins. 

 

2.2 震災情報発信に関する事例調査震災情報発信に関する事例調査震災情報発信に関する事例調査震災情報発信に関する事例調査 

阪神・淡路大震災の被災地である神戸市では，神戸国際

観光コンベンション協会のホームページで定番モデルコー

スとして，震災の跡を訪ねるコースが公開されている[11]．

このコースでは，東遊園地の「慰霊と復興のモニュメント」

や，阪神大震災の震災の慰霊の灯火である「1.17希望の灯

り」，神戸港の被害状況をそのまま保存した「震災メモリア

ルパーク」や震災の経験と教訓を後世に継承するための施

設である「人と防災未来センター」といった震災のモニュ

メントや施設を訪ねるものである．また，新潟県中越地震

の被災地である長岡市では，新潟県中越大震災のメモリア

ル拠点である 4 施設，3 公園を結ぶ中越メモリアル回廊と

名づけ，被災地である中越地域をそのまま情報の保管庫に

する試みが行われている[12]． 

東日本大震災の被災地については震災遺構と観光スポ

ットを周遊するコースは 2015年 6月時点の調査では確認で

きなかった（なお、最新の調査で岩手県や宮城県内の震災

学習を主たる目的とした広域周遊モデルコースを提供する

サイトが新たに開設されたことを確認した）． 

2.3 観光プラン立案ポータル観光プラン立案ポータル観光プラン立案ポータル観光プラン立案ポータル 

筆者らは，平泉町をフィールドに PC，タブレットを使っ

てオンライン上で観光プランを立案するシステムである観

光プラン立案ポータル（以下，先行システムと呼ぶ）を開

発してきた(図 2) [4]．先行システムは，観光事業者や行政

が発信するソーシャルデータを収集することで観光情報が

不足しがちなマイナーな観光スポットの情報を補完すると

いった特徴があり，利用者は，対話的に日時・行きたい場

所・移動手段を選択することでプランの立案が可能である．

また，利用者の興味や訪問歴によって提示されるモデルプ

ランが異なり，例えば，史跡が好きな利用者には源義経ゆ

かりの場所を巡るコースが紹介される．しかし，先行シス

テムにはいくつかの課題が残されていた．主要な課題を以

下に示す． 

課題課題課題課題 1：：：：収集したソーシャルデータが膨大になると収集したソーシャルデータが膨大になると収集したソーシャルデータが膨大になると収集したソーシャルデータが膨大になると，，，，利用利用利用利用
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者と運用管理者の双方に負担がかかる者と運用管理者の双方に負担がかかる者と運用管理者の双方に負担がかかる者と運用管理者の双方に負担がかかる 

    先行システムでは，ソーシャルデータの収集を毎日自動

的に収集し，収集した情報をシステム管理者が確認し，観

光情報として適しているものだけを半自動でシステムに登

録する仕組みであり，システム利用者はシステムに登録さ

れたソーシャルデータ（記事）のリンクをクリックするこ

とで観光情報を参照できる(図 2)．登録された観光情報をデ

ータが膨大になると管理者とシステム利用者の双方にとっ

て必要な情報を見つけ出すのが難しくなり，負担になって

しまう． 

 

 

図 2 先行システム 

Figure 2 Previous system. 

 

課題課題課題課題 2：：：：利用者利用者利用者利用者登録が必要登録が必要登録が必要登録が必要 

 利用者の興味や訪問歴に対応したモデルプランを提示す

るために，システム利用者は 1度利用者登録を行う必要が

ある．利用者登録の中ではユーザ ID とパスワード，平泉

観光経験の有無と平泉観光に期待することを入力すること

で登録可能となるが，先行システムの評価では情報の入力

に抵抗を感じるといった意見もあった． 

課題課題課題課題 3：宮古市特有の問題：宮古市特有の問題：宮古市特有の問題：宮古市特有の問題 

    先行システムのフィールドである平泉町に比べ，宮古市

の観光スポットは広大な市域に点在していることもあり，

宮古市ではモデルプランが整備されていない．また，宮古

市は，東日本大震災の被害が大きかったこともあり，震災

情報の提供については多様な関係者との合意形成が必要と

なる． 

3. ステークホルダー分析ステークホルダー分析ステークホルダー分析ステークホルダー分析 

システム検討の段階で，システムに対する要望や震災情

報の提供に関する関係者の意向を整理するため，

PMBOK[13]（プロジェクトマネジメント知識体系）のコミ

ュニケーション管理の視点をベースに，部分的に

BABOK[14]（ビジネスアナリシス知識体系）の分析技法を

取り入れながらステークホルダー分析を行った[15]．ステ

ークホルダー分析手法とは，定量的情報および定性的情報

を系統的に収集分析し，プロジェクト期間を通して誰の関

心を考慮すべきかを決める技法である．今回実施したステ

ークホルダー分析の手順を以下に示す． 

3.1 分析手順分析手順分析手順分析手順 

(1) ステークホルダーの特定と優先度の決定 

 システムの想定利用者，コンテンツ提供者，震災復興関

係者を対象に主要なステークホルダーを絞り込む．今回は，

9 つのステークホルダーを対象にしている．ステークホル

ダーが多数存在することから，コミュニケーションを円滑

に進めるためにステークホルダーの優先順位を設定する．

主たる利用者として考えられる被災地に来る観光客と当事

者である宮古市の住民の優先順位を高くしている(表 1)． 

 

表 1 特定したステークホルダーとその優先度 

Table 1  Stakeholders register with priority. 

 

 

(2) 各ステークホルダーへのヒアリング 

 2015年 8月 30日から 9月 26日にかけて，選定した 9つ

のステークホルダーに対し，半構造化インタビューを行っ

た． 観光客については年代の異なる 4名に対し宮古駅でヒ

アリングを行い，住民については年代，被災状況の異なる

5 名に対しアポイントメントを取りヒアリングを実施した．

インタビューでは主に震災情報を観光情報として発信する

是非及び，各ステークホルダーが欲しいと思っている情報

や機能等について確認した． 

(3) ヒアリング結果の分析 

 ヒアリングの後に，ステークホルダーとの関わり方を考

慮するための関心権限グリッド図(図 3)，ステークホルダー

の価値観と関係性をまとめたリッチピクチャ(図 4)，ステー

クホルダーの本プロジェクトにおける関与度を文書化した

関与度評価マトリックス(図 5)等を用いて分析を行った．関

与度評価マトリックスは，各ステークホルダーのプロジェ

クトに対する現在の関与度及び理想的な関与度を文書化し，

現在の関与度と望ましい関与度の間にあるギャップを特定

することができ，C は現在の関与度，D は理想的な関与度

を示している．なお，これらの分析のほかにも，システム

が運用される際にどのステークホルダーが影響を受けるの

かを文書化したオニオン図や，ステークホルダーの役割を

記述する RACIマトリクスを用いた分析を実施している． 

観光情報の下に収集し

た記事のリンクが表示

される 
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図 3 関心権限グリッド図 

Figure 3 Interest/Power grid. 

 

 

図 4 リッチピクチャ 

Figure 4 Rich picture. 

 

 

図 5 関与度評価マトリックス 

Figure 5 Stakeholders engagement assessment matrix. 

 

3.2 ステークホルダー分析から得られた知見ステークホルダー分析から得られた知見ステークホルダー分析から得られた知見ステークホルダー分析から得られた知見 

(1) 震災情報の扱い（知見 1） 

 各ステークホルダーに対して実施したヒアリングでは，

肯定派のステークホルダーからは，「震災情報と観光情報を

組み合わせて発信することに興味がある」というコメント

が得られたほか，当事者である住民は，震災当時と比べて

現在の被災地の様子は積極的に発信されていないと感じて

いることが分かった．また，中立的な立場のステークホル

ダーからは，「震災情報として震災遺構の情報を扱うのは問

題ないが，市街地など住民が大きく関わる部分の情報は慎

重に扱うべきである」という助言が得られた．慎重派のス

テークホルダーからは，「震災の被害が大きく，震災を思い

出したくない人がいる可能性を考慮すべき」という指摘を

頂いた． 

震災情報として発信すべき内容については，「当時の状

況や現在の街の様子がわかるような画像が見られるといい」

「次に災害が発生した場合に備えて避難場所の情報がある

といい」という点が挙げられた． 

(2) 観光客が必要としている情報（知見 2） 

 観光情報としては，「観光スポットの情報だけではなく飲

食店情報やイベント情報が一覧で見られるようにしてほし

い」「宮古市内を観光するモデルコースが欲しい」という要

望が得られた． 

なお，観光客に対するヒアリング調査数が少ない点を考

慮して，東日本大震災後に実施された東北の観光振興の現

状に関する基礎調査[16]も参考にすることとした．この基

礎調査では，一般消費者を対象に東北観光に対する意識を

調査しており，全サンプル 13,213件に対するスクリーニン

グ調査で，過去 3 年間のうち東北観光経験者を 2,223 件抽

出し，本調査を実施している．調査結果からは，現地の最

新情報に対するニーズが最も高く，安心安全情報，イベン

ト情報や観光地の魅力発信や食に関する情報に対するニー

ズも高いことから，今回実施したステークホルダーに対す

るヒアリングとほぼ同じ傾向を示していることを確認した． 

(3) ステークホルダーとのコミュニケーション（知見 3） 

 ステークホルダーの意向は復興状況に応じて変わってゆ

く可能性があり，各ステークホルダーの立場に応じてコミ

ュニケーションをとってゆく必要がある．そこで，関心権

限グリッド図（図 3）で整理した各ステークホルダーの立

場に応じて以下のような方法でコミュニケーションをとる． 

第第第第 1 象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー：：：：関心および権限が高いステ

ークホルダーであり，最もコミュニケーションが必要であ

る．本研究では，システムの開発運用を確実にサポートし

てくれるように綿密に連絡を取ることを心がける． 

第第第第 2 象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー：：：：権限は高いが，関心が低い

ステークホルダーであり，プロジェクトが順調に進んでい

ることを期待している．過剰な情報を流すと逆効果になる

ことから，本研究では，システム開発の節目で進捗状況等

を報告する． 

第第第第 3 象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー：：：：権限，関心ともに低く，最

小限のコミュニケーションで十分である．本研究では，ま

Vol.2016-IS-138 No.4
2016/12/3



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2016 Information Processing Society of Japan 5 
 

ず取り組みについて関心を持ってもらうことを心がける． 

第第第第 4 象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー象限のステークホルダー：：：：関心は高いが，権限が低い

ステークホルダーであり，プロジェクトに間接的に関わっ

ている．適度な情報が必要であることから，本研究では SNS

等で取り組み状況を公開し，意見がある人からは意見を受

け付けることのできる仕組みを用意し，やりとりできるよ

うにしておく． 

 具体的には，以降のシステム開発プロセスの節目におい

て，表２に示すように各ステークホルダーとのコミュニケ

ーション機会を組み込むこととした．表の縦軸は象限ごと

の各ステークホルダー，横軸はシステムの開発プロセスを

示している． 

 

表 2 ステークホルダーとのコミュニケーション 

Table 2 Communication between stakeholders and developers.

 

4. システム設計・開発システム設計・開発システム設計・開発システム設計・開発 

4.1 設計方針設計方針設計方針設計方針 

これまでの調査やステークホルダー分析結果をもとに

以下の設計方針を立てた．なお，この段階で提案システム

に対する理解を得ることを目的に公開の意見交換会を実施

した．ステークホルダー分析の結果を踏まえたシステムの

設計方針と機能概要について説明したあと，参加者と意見

交換を行なった. 

その結果，システムの公開にあたっては，観光案内所で

の試用等を踏まえて段階的に公開し運用に繋げてゆくべき

であるとの助言があったが，システムの方針については了

解を得ることができた． 

方針方針方針方針 1：震災情報の表示を好まない人がいる可能性を考慮：震災情報の表示を好まない人がいる可能性を考慮：震災情報の表示を好まない人がいる可能性を考慮：震災情報の表示を好まない人がいる可能性を考慮

するするするする 

 ステークホルダー分析の段階では，震災情報の提供につ

いては肯定派の割合が多かったが，優先度の高い住民の一

部で慎重意見が見られた．そこで，震災情報については，

初期状態では表示しないようにし，震災情報が見たい人だ

けが表示できるようにする． 

方針方針方針方針 2：観光モデルコースの情報など，観光客が必要とし：観光モデルコースの情報など，観光客が必要とし：観光モデルコースの情報など，観光客が必要とし：観光モデルコースの情報など，観光客が必要とし

ていながら観光協会や宮古市のていながら観光協会や宮古市のていながら観光協会や宮古市のていながら観光協会や宮古市の Web ページに掲載されてページに掲載されてページに掲載されてページに掲載されて

いない情報を提供いない情報を提供いない情報を提供いない情報を提供 

 三陸ジオパークを巡るコースなど，複数の市町村にまた

がる観光モデルコースはあるが，宮古市内を巡るモデルコ

ースは提供されていない．そこで，観光協会等の観光関係

者と話し合った上で宮古市内を巡るモデルコースを作成し，

システムに組み込むほか，複数のサイトで公開されている

観光情報と避難所情報等の防災情報を収集し，本システム

で一元的に提供できるようにする． 

方針方針方針方針 3：既存のプラン立案ポータルの問題点を解：既存のプラン立案ポータルの問題点を解：既存のプラン立案ポータルの問題点を解：既存のプラン立案ポータルの問題点を解決し，利決し，利決し，利決し，利

用者，運用者双方にとって使い勝手のよいシステムを開発用者，運用者双方にとって使い勝手のよいシステムを開発用者，運用者双方にとって使い勝手のよいシステムを開発用者，運用者双方にとって使い勝手のよいシステムを開発 

 データ収集機能については，収集情報をアーカイブ化し，

過去に収集した観光情報は管理者が容易に更新できるよう

にするほか，利用者から不評だったログイン機能を撤廃し，

誰でも気軽に利用できるシステムにする． 

4.2 プロトタイプ開発プロトタイプ開発プロトタイプ開発プロトタイプ開発 

4.2.1 システム構成 

 システム構成図を図 6に示す．本システムは，観光スポ

ット情報閲覧機能，観光プラン立案機能，データ収集機能，

および今回新たに開発した震災情報閲覧機能の 4つの機能

で構成されている．プロトタイプ開発では，モデルプラン

の情報や実際に表示する震災情報に対するステークホルダ

ーの反応を確認するため，データ収集機能以外の機能を優

先して開発を行った．プロトタイプ開発の段階では，観光

スポットを 20 箇所，飲食店を 29 箇所，震災スポットを 7

箇所収録している． 

 本システムは，サーバにアクセスするために HTML，API

や動作処理を行うために JavaScriptを利用し LAMP（Linux，

Apache HTTP Server， MySQL，PHP）環境に開発している． 

 

 

図 6 システム構成図 

Figure 6 System architecture. 

 

4.2.2 機能概要 

(1)観光スポット情報閲覧機能観光スポット情報閲覧機能観光スポット情報閲覧機能観光スポット情報閲覧機能 

システムに登録された観光情報を閲覧する機能である．

各観光スポットは，「三陸ジオパーク」，「宮古市民お勧めス

ポット」，「飲食店」などのカテゴリに分類されており，カ

テゴリを選択し，地図上のマーカーを選択することで観光
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情報が表示される．データ収集機能で収集した記事が観光

スポットに紐付けされており，観光スポット情報と一緒に

記事のリンクが表示される． 

(2)観光プラン立案機能観光プラン立案機能観光プラン立案機能観光プラン立案機能 

日時，観光スポット，交通手段を選択することでプラン

の立案が可能である．プランの立案は，利用者がオリジナ

ルでプランを立案するほかに，モデルプランや他の利用者

が作成した観光プランをカスタマイズして観光プランを立

案する方法がある．モデルプランには震災遺構のみを巡る

2 コース，観光スポットのみを巡る 2 コース，震災遺構と

観光スポットを合わせて巡る 3コースの計 7コースが用意

されている(図 7)． 

 

 

図 7 観光スポット情報閲覧機能 

Figure 7 Example of tourist spots information function. 

 

(3)震災情報閲覧機能震災情報閲覧機能震災情報閲覧機能震災情報閲覧機能 

マーカーをクリックすることで，被災当時の画像と現在

の画像，当時の様子を伝える解説文が表示される．また，

震災が発生した場合の避難所情報を確認することができる

(図 8)． 

 

 

図 8 震災情報閲覧機能 

Figure 8 Example of earthquake disaster information function. 

 

(4)データ収集機能データ収集機能データ収集機能データ収集機能 

    観光事業者等が Facebook等の SNSや RSSで発信する観

光情報を自動的に収集する．収集した情報は発信者ごとに

確認することができるほか，収集した情報が観光スポット

に該当する場合，観光スポット情報閲覧機能で，観光スポ

ットの情報の下部に収集した観光情報のリンクが表示され

る． 

5. 評価・考察評価・考察評価・考察評価・考察 

 評価は，表 2の通りプロトタイプ評価 1とプロトタイプ

評価 2に分けて実施した． 

5.1 プロトタイプ評価プロトタイプ評価プロトタイプ評価プロトタイプ評価 1 

 プロトタイプ評価 1の目的は，第 1象限のステークホル

ダーにシステム機能と提供情報の妥当性を確認することに

ある．2016年 9月 15日に広域行政の地域担当の職員 1名，

行政の観光担当職員 1名，観光協会の職員 4名を対象に実

施した．なお，本システムに関心をもってくれた第 4象限

の鉄道会社にも参加を打診したが台風被害後の対応に追わ

れ叶わなかった． 

 震災情報の提供に関しては，震災情報を発信することで

外部の方に来ても大丈夫であることを伝える効果が期待で

きるとの評価を得たほか、復興ツーリズムの需要増に対応

して震災情報の充実化に対する強い要望が示された．公開

に向けて，震災情報の拡充が課題である． 

モデルプランの妥当性については，震災情報と観光情報

を組み合わせることで，観光しながら震災当時の様子と現

在の様子を比較できるという点で好意的な意見をいただい

たほか，行政が作成した最新のモデルプランへの対応，利

用者によるプランのレビュー機能の追加等が要望として挙

げられた． 

5.2 プロトタイプ評価プロトタイプ評価プロトタイプ評価プロトタイプ評価 2 

 プロトタイプ評価２は，観光客に実際に開発したプロト

タイプを利用してもらい，システムの使い勝手や震災情報

の提供に対する受容性について確認することを目的に，

2016年 10月 22日に観光案内所と飲食店に訪れた観光客に

対して実施した．観光案内所では，20代から 50代の岩手

県内から来た 3組 7名の観光客グループ，飲食店では 20

代から 60代の岩手県内外から来た 4組 8名の観光客グルー

プに対してヒアリングを実施した．評価実施日である 10

月 22日は，宮古市内で祭りがあり，祭り目的で訪れた観光

客をターゲットにしている．なお，第１象限のステークホ

ルダーに対しても経過報告を兼ねて評価を打診したが，業

務多忙のため実施は見送った． 

 評価の結果として，操作性については「システムの基本

操作について説明が欲しい」点が課題として指摘された．

この点については，利用手順を示す Webページを充実させ

ることで対応できる．また，観光情報については「イベン

ト情報や穴場的な情報が欲しい」という意見が得られた． 

 本システムでは，ソーシャルデータを収集することで前

述の情報については対応できる仕組みとなっているが，宮

古市ではソーシャルデータによる発信がまだ十分ではない

ことから，今後は観光事業者による効果的な観光情報の発
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信が望まれる．震災情報については，「震災があったという

記憶があるから当時の状況が分からない人にとっては関心

がある」「観光しながら震災当時の様子が見られる点が良い」

といった好意的な評価を得た．  

また，当初予定にはなかったが，ステークホルダーに対

するヒアリングで震災情報の発信に慎重な意向を示してい

た宮古市の住民にプロトタイプを紹介し，震災の記憶の風

化を抑止するという点で本システムが有用であることを理

解して頂くことができた． 

5.3 考察考察考察考察 

 2 回のプロトタイプ評価を通して，今まで散在的に発信

されていた観光情報と震災情報や災害時の防災情報を一元

化することで，宮古市の観光振興に十分寄与できることが

示唆された．これらの情報が一元化されたことで，観光情

報が必要な観光客だけではなく，災害時の利用や震災の記

憶伝承という点で，本システムが震災の当事者である住民

にとっても有用なシステムになり得ると考える． 

今後は，システムの試験運用に取り組んでいくが，システ

ムの利用形態は 2つの方法が考えられる．まず，スマート

フォンやタブレット，PCを普段から利用している層に対し

ては，操作説明用の Webページを充実させることで，イン

ターネット経由で問題なく利用できるであろう．その一方

普段 PC 等を使わず，操作に不慣れな観光客に対しては観

光案内所で職員サポートのもとで使用することが望ましい．

なお，観光案内所の職員が，問い合わせ対応の際にシステ

ムを活用することもできる． 

また，震災情報のコンテンツを充実させ，震災学習での

利活用も検討したい．プロトタイプでは，観光協会から提

供された震災当時の画像を使用していたが，コンテンツを

拡充させるために，東日本大震災関連アーカイブサイトで

利用許諾を得られる画像の収集活用や，地元住民の防災意

識の風化を防ぐ狙いも兼ねて，住民参加型で継続して集め

る方法が考えられる． 

 本システムの特徴であるソーシャルデータの収集につい

ては，今回のプロトタイプ評価では宮古に関する観光情報

の発信量が少なく，観光客から要望の多かったイベント情

報や地元ならではの最新情報を十分提示することができな

かった．文献[16]の調査結果から，東日本大震災後の被災

地の観光は，震災復興の側面だけに頼るのではなく，本来

の観光情報を積極的に発信していく必要が指摘されており，

現地の観光事業者による SNS 等による積極的な情報発信

が不可欠であろう． 

6. おわりにおわりにおわりにおわりに 

 本研究では，宮古市をフィールドとして，多様な関係者

に対してステークホルダー分析を実施し，震災情報の提供

に関する関係者の意向やシステムに対する要望を整理した

上でシステム設計を行い，プロトタイプ開発及びその評価

を 2回実施した．ステークホルダー分析を実施したことで，

観光客が必要とする情報と行政や観光協会が発信する情報

とのギャップを把握できたほか，震災という負の経験に対

する各ステークホルダーの感情を理解したうえで，震災情

報を観光情報として発信する観光情報発信システムの在り

方を概ね明確にすることができたと考える． 

今後は，評価の結果をもとにシステム改善を行なった後，

一定期間システムを運用しながら本システムの有効性につ

いて検証する予定である． 
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